





A Study on the Pressurized lnvesting Method
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図6　各条件におけるセラミゴールドの圧縮強さ
　　（放置）
206 伊比他：加圧埋没法
・セラミゴールド（図8）
真空練和後加圧を行わなかったものは6．96μで
加圧したものは，4．76から7．38μの間にあった．
考 察
　加圧をかけるということは埋没材内部において
どのような影響があるのだろうか．平常圧時とは
当然違っているはずである．まず考えられること
はボイルの法則である．PV＝P’V「埋没時の気泡
の体積Pが加圧後P’に変換される1）．すなわち気
泡は小さくなるだけである．もう一点は内部温度
の上昇である．圧力が増せぽ温度も上昇する．使
用する高圧空気の温度にもよるが，我々のみたか
ぎりでは4kg／cm2で10℃前後の上昇があった．
温度上昇があればパターンには歪や内部応力の解
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』図7：各条件におけるセラミゴールドの圧縮強さ
　　　（加熱後）
放等の影響が考えられる．
　また加圧することで一番の問題点はリングの上
部の埋没材にへこみができてしまうことである．
・・ヤシの小リング直径32㎜雄肌たとき，ク
リストバライトで加圧量4kg／cm2，加圧時間15
分の時平均で1．12㎜，加圧量6kg／cm2，加圧時
間10分の時セラベスト4．85mm，セラミゴールド
2．39mmのへこみであった．しかし，我々の行っ
た実験ではへこみによるトラブルはみられなかっ
たが，パターンの形態や植立方向によってはその
露出の可能性はある．そこでワックスパターンと
リガ上部との距離を15㎜ほど長くとり若干余
裕をもたせることも必要である2）．
　一方，加圧量，加圧時間により圧縮強さや表面
粗さに差が出てくるのだろうか．クリストバライ
トにおいては，6kg／cm2の加圧に対して圧縮強
さが減少している．表面粗さについては従来法と
余り変化はみられないが，埋没材の強度の減少は
鋳造体への悪影響が考えられる．リン酸塩系のセ
ラベストは加圧することにより圧縮強さの低下が
みられるのに対して，セラミゴールドは圧縮強さ
は増し，表面粗さは減少している．セラベストに
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図8　セラミゴールドを用いた各条件における
　　表面粗さ（GC　タイクラゥン）
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おいて加圧することは，埋没材の特性を壊してい
るのではないかと考えられる．伊藤らによるとリ
ン酸塩系の埋没材において粉末の粒度粒形の違い
は理工学的に変化があることが報告されてい
る3）．セラベストにおける粉末の粒子は不定形の
細かなものからできている．一方のセラミゴール
ドの粉末は，丸みを帯びた荒い粒子と細かい粒子
からできており，荒い粒子の間に細かい粒子が入
り込みそのうえ加圧し，硬化結晶化するためより
緻密化されたのではないかと考えられる．セラベ
ストにおいては実験結果からみても硬化時の結晶
に加圧による影響があったのではないかと考察す
る．
　加圧時間については，それぞれの埋没材の硬化
時間との関係が考えられる．クリストバライトに
おいてはメーカーによると凝固時間が18分である
が，加圧下においては15分の値は両試験とも優れ
ている．セラミゴールドの硬化時間は6分であ
り4），良い値を示しているのは10分以上であった．
セラミゴールドはリン酸塩系なので流動性が悪
く，また硬化時発熱も高いうえに，クリストバラ
イトと違う時間になったのではないかと推測す
る．
　今回の実験において，それぞれの埋没材の最適
の加圧時間や加圧量が判明した．適合性にっいて
は，次回の課題としたい．
結 論
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　加圧埋没法においてクリストパライトは加圧量
4kg／cm2で15分加圧した時に表面粗さの値が小
さく安定している．また手練りと真空練和では両
者ともあまり変化は見られなかった．セラベスト
においては，加圧することにより圧縮強さが低下
し表面粗さも高い値を示したため良い結果が得ら
れたとは思えない．そのため，加圧する必要はな
いと考える．セラミゴールドにおいては6kg／
cm2の10分から20分の加圧が圧縮強さも十分あ
り，表面荒さの値も小さいため適していると考え
る．今回は理工学的な見地からの実験であったが，
今後はこの数値を参考にして混液比による適合度
についても検討したいと考える．
　この稿を終えるに当たり，種々御教示くださった本
学歯科理工学伊藤充雄助教授に感謝致します．
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